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12月定例会 賛否が分かれた案件の審議結果一覧
○…賛成　●…反対	 【会派の名称】　共産党➡日本共産党高島市会議員団　公明会➡高島公明会　夢ネット➡夢ネットたかしま

会　　　　　派　　　　　名 高 島 創 生 会 ふるさと
絆会 共産党 高島
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議第89号

財産の取得につき議決を求めることについて

否　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ●ごみ処理施設整備事業に係る用地を取得することについて、地方自治法第
96条第1項第8号および高島市議会の議決に付すべき契約および財産の取得
または処分に関する条例第3条の規定に基づき、議会の議決を求めるもの。	
取得する土地　26筆　総面積44,749㎡　　取得価格　134,251,600円

議第99号

高島市まちなみ交流施設の設置および管理に関する条例の一部を
改正する条例案

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○
琵琶湖周航の歌資料館の機能を今津東コミュニティセンターに移転させるこ
とに伴い、琵琶湖周航の歌資料館の位置を変更し、また入館料を徴収しない
こととするため、所要の改正を行うもの。

議第106号 令和元年度高島市一般会計補正予算（第８号）案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○

※廣本昌久議員は、議長のため採決に加わらない。

令
和
元
年
８
月
に
管
外
行
政
視
察
と
し
て
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
推
進
」
に
つ
い
て
山
口
県
光
市
で

調
査
を
行
い
、
そ
の
調
査
の
後
、
高
島
市
内
の
小
中
学

校
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
推
進
状
況
に

つ
い
て
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

高
島
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
取
り

組
み
は
平
成
30
年
度
か
ら
市
内
全
て
の
小
中
学
校
で
一

斉
に
取
り
組
み
を
始
め
ら
れ
「
地
域
の
力
で
学
校
の
課

題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
標
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
視
察
先
の
湖
西
中
学
校
で
は
、
登
校
時
の
地

域
の
方
々
に
よ
る
あ
い
さ
つ
運
動
「
お
は
よ
う
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
や
入
試
面
接
の
指
導
な
ど
、
地
域
と
学
校
が
と

も
に
様
々
な
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
が
よ
い

方
向
へ
変
化
し
て
き
た
と
実
感
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
12
月
18
日
（
水
）
に
、

新
常
安
橋
（
安
曇
川
町
常
盤
木
）
と
明
護
隧
道
（
朽
木

地
子
原
～
市
場
）
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
、
滋
賀
県
が
工
事
を
進
め
て
お
ら
れ
る
新
常
安

橋
の
架
設
工
事
で
は
、
２
号
橋
の
主
桁
設
置
工
事
の
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

工
場
で
作
ら
れ
た
5
分
割
の
主
桁
を
、
現
場
で
1

本
の
主
桁
に
架
設
す
る
工
法
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

橋
の
完
成
は
、
２
０
２
１
年
３
月
の
予
定
で
、
完
成

す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
交
通
の
利
便
性
の
向

上
が
図
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け
て
、
ヒ
ュ
ー

ム
管
の
敷
設
工
事
が
行
わ
れ
た
明
護
隧
道
の
取
水
口
と

出
口
を
そ
れ
ぞ
れ
視
察
し
、
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
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